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通期連結業績予想の修正、並びに営業外費用及び特別損失に関するお知らせ 

 

当社は、2023 年１月 16 日に公表した 2023 年 11 月期通期連結業績予想を修正するとともに、

2023 年 11 月期第４四半期連結会計期間（2023 年９月１日～2023 年 11 月 30 日）において営業

外費用及び特別損失を計上いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

１．2023 年 11 月期（2022年 12 月１日～2023 年 11月 30 日）通期連結業績予想の修正 

（１）通期連結業績予想の修正 

 売上高 EBITDA 営業利益 経常利益 
親会社株主に 

帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 
前回発表予想 

(A) 
1,930 △348 △636 △710 △670 △33.35 

今回発表予想 
(B) 1,940 △125 △297 △355 △338 △16.07 

増減額 
(B-A) 

10 223 339 355 332 17.28 

増減率 
(%) 

0.5 - - - - - 

（ご参考） 
前期実績 1,651 △573 △579 △600 △561 △39.47 

 
 
（注）EBITDA＝営業利益＋減価償却費（有形・無形固定資産）＋株式報酬費用 

 

（２）修正の理由 

2023 年 11 月期通期の業績につきましては、売上高は 1,940 百万円と当初計画比+0.5%の微増

の見通しです。販売費及び一般管理費は、プロダクトの選択と集中により開発費用削減を推し進

めたことに加え、株式報酬費用の減少（121 百万円）や、第３四半期より LIQUID eKYC に係る開

発費用をソフトウエア資産に計上した影響（120 百万円）により、減少する見通しです。また、

「２．営業外費用及び特別損失の内容」にて記載のとおり、営業外費用を 9 百万円、特別損失を

14 百万円計上いたしました。この結果、EBITDA、営業利益、経常利益、及び親会社株主に帰属

する当期純利益においては予想を上回る見通しとなりました。 



 

（注）上記の業績予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想と異なる可能性があります。 

 

２．営業外費用及び特別損失の内容 

(１) 持分法による投資損失（営業外費用）の計上 

当社の持分法適用関連会社である株式会社 IDEAL の業績に基づき、2023 年 11 月期第４四半期

連結会計期間において、持分法による投資損失９百万円を計上いたしました。 

 

(２) 関係会社貸倒引当金繰入額（特別損失）の計上 

当社の持分法非適用関連会社である株式会社 SYMBOL に対する債権について回収可能性を慎重

に検討した結果、2023 年 11 月期第４四半期連結会計期間において、関係会社貸倒引当金繰入額

14 百万円を特別損失として計上いたしました。 

 

（３）今後の見通し 

上記の営業外費用及び特別損失につきましては、通期連結業績予想の修正に反映させておりま

す。 

以 上 


